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Wottd Water Re$ource and Global Water Business

本は地球 上の生命体にとり必要不可欠な物質であり、人類社会にとり経済を支えるrti夜

な資源である。人日増加や経済発展により水資源の絶対最が不足し、そこに水争ヽいや本ビ

ジネスが台顕してきている。地球上の水資源の現状、世界水ビジネスの進展について糸Fr介

する。

Water is esscntial for allthe life on the eartll,and valuable resource for econolllic developlnent.

Water demand is rapidly growing,due to increasing population and econoI18ic developlllent.

ヽヽhen、vater resource is insuttcicnt,international scralllble for、vater and global、vater business

gain lmorc po、ver。「11lis paper introduces the current stattls ofヽvater resource and global、vater

business developnlentt

世界の水資源と水ビジネス

1.は じめに

水は地球 11のすべての生命体に必要不可欠な物質

であり、人類社会にとって生活基盤を支える重要な

資源である。この地球 11には約13.9億km3の水が杵

在する (1)。しかし97.5%が海水で、淡水が2.5%だ

が、淡水の8剣以上は氷河 ・氷山で固定 されてい

る。残りの淡水の大部分は地下水であり、人間が利

用できる河ナ|1本や湖シFI水は、0.01%に過ぎない。こ

の0.01%の水を68億人で分かち合って,挙らしてゆか

なければならない。その水も人間の活動により汚染

が進んでいるため、ますます利用できる水資源が減

少している。さらに近年は地球Vi執暖化の形容卜とみら

れる水資源の偏在 (十ばつと洪水)が 落しくなって

きている。人間が必要なものが不足すると、そこに

は 「争いとビジネス_|が4iずるのはキit然である。本

稿では、世界の水資源の現】犬と、水資源を1輸4保する

地球 liの水のh:
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図 1 地 球上の水資源のバランスシー ト
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ための各ll・lの戦略や水ビジネスヘの取 り組みをネFt介

にノたいぃ

2.地 球規模の水需要の増大

2日1世 界人日の増加と取水量

20 ill紀は人11増加1にともない都市化、工業化が進

んだ100Fliであり、い1連等の調べでは100年間の人,II

増加1は3.71占だったが、取水批は6,7f許に増加 してい

る (2).つ まり人|11増加卒の21キが水需要であった。

また ^人1路たりの水使用批は、生活水!4生の向 li

(本,先トイレ、シャワー、ガーデエング等)に 伴っ

てすt 加々|している。このままの増加革で行くと111界の

水常チ要は2025イ11には2000年比で30%増 加するものと

予測 されている。特に人11増加の落しいアジアは、

111界の食取水校の約併制を1崎める。

日本においては水資源の不足は顕在化していない

が、地球Vi部暖化の形容卜によるオれ雨の減少、台風の減

少、横
″
キの〕戒少年により、将来1水不足が深亥1になる由F

能
″
Fにも指摘されているぃまた日本の食糧|:1給率はカロ

リーベースで40%で あり、60%の 食粧を海外から輸入

している。111界各地から挫産4勿を輸入することによ

り、その農熊4勿の生産に要 した濯漑川水をllx想水

(バーチャル ・ウォーター)と して輸入している。そ

の最は年間800億111tⅢ(環境省の推計)に 達し、日本企

体の年間濯漑用水性834億111'に匹敵するもとであり、H

本は1性界最大の仮想水輸入田であるい。従って世界

の水不足は「1本の食粧寸f4持`を正撃することになり、

「1本も十il界の水イく足と無稼でないことが指4南されて

いる ( 1 ) .
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図 2世 界人日と世界の取水量の推移

2.2水 質の悪化

人|11の増加と経済発展により本ヤiとの不足だけでは

なく、本質汚染が深亥1化している!特 に発なせ途 11111

では、都市化の進展や生活様式の向 11により/li活用

水の需要が急拡大しているが、 ド水処理への対
'応

が

追い付かず汚染水がそのまま水糸に放流 されてい

る。また農業の近代化や生産|【とのよ'中加|に伴い|1世料|||

来の栄差〕岳丘類 (年末、リン)や 農葉がホ系へ流|11、

さらに工業排本の無処Pll放流 (f正れ流 し)と 併せ、

本質ヤ埼染が顕在化し、大きな打11公|1唱題をぢ|き起こし

ている (5)。特にI十'1可における水T〔!与染の推
ノ
!||はた

大であり、ヤ市r川水i+1の7側が飲料に適 さない水準ま

で汚染 されている(,このような水取汚染の拡 大を防

ぐために中l lNI政府は第10次5カ年rilハ辞ifで水Tその忠化

が特に問立つ11'Hr i湖 (l iっ の,1可| とは'1庄'|!f、海

力lr、遊河、 「riつの,1鴻Jと は太湖、米湖、浜池を指

す)の 汚染対策に硫点をiだtき、2()()5年までに本T〔を

改洋しようとしたが、11荘till〕lfl守|||+1中に!/テ染対策ブロ

ジェク トの半数以 ilを
′
すこ施できないことが刊|サltン

た。そのr収由は資金不足のほか水Y減ち〔の過度/s‐利|ll

と生態用本の欠乏により,メテ染度が ^暇進んだX3と1可

家環境保護総|けが発表 している|‐特に|1本海にi角Fし

た渤海湾の汚染がひどく、渤輝 りに注ぐ汚水 。排水

は ^年岡で57億 トンに達すると中|1寸海洋発をせ戦略研

究所が1サJらかにしてもヽる1, 渤海ンリの'与染は11 li ltl政|lr

による分町〔では 「,巴3級 |に ii亥
1`1する '埼染指傑で

ある化学的践素要求ift(C()1))は5PID M以|こと公表

されているが、|サ喜除tま渤海,ダじに,ilぐ4)i:水11の9押tは

環坑基準を超えており、このままでは10年後には
‐
死の海と化す

い
と危141されている―|

r+111可だく不!!電生公:ブDittftrtt Fこよると 「↑ェIFモ1(〕li伊jσ)沖1'rlヤご

常栄益化が急速に進行しており、水T〔雄準の合格革

写真 1渤 海湾の汚染 (衛星写真 Wittpedia)
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は40%に 過ぎない。金田35%の 河川で断流現象 (川

の水が海まで到達しない)が 発生している。もちろ

ん各地で地下水の過宋J汲みあげによる地盤沈下や沿

海部では地 下水への海水浸人も頻発 している。

3,水 をめぐる国家の争い

3.1国 際河川を巡る争い

世界銀行の印l総裁が 「201世紀は領土を巡る争い

だったが、21世紀は本を巡る紛争の時代になるだろ

ぅJと 述べたのは、今から15年前の1995年だった。

その 予想どおり、||1界各地で水を巡る紛争が効発し

ている。しかもlit界人「丁1の約4常じが生活 している1珂

除河川の流域で発生 している。日除河川は約270あ

り、欧州が81を有 している。問題は河川数ではな

く、そのllNI除河川がriめる流域商積である。世界の

陸地面積の約48%を 占めている。ここに紡争の原因

別分類を示す。

3.2国 際河サ11を巡る紛争の調停機関

田際的な紛争、1ゲ‖えば内戦やテロ、田家間の戦争

では、ll・l連・安全保障:町1事会が関ケし解決策を模索

または決議により田連監祝ltrlゃ田連軍を派遣できる

が、平常H寺における、また歴史的に長い水争いにつ

いては無力である。ではオランダにある国際ll‐l法裁

判所は調停ができるのか。日除百]法裁半J所が水資源

の利用に関して流域1珂の係争に関して裁定を下した

のは、過去40年間で 一1可のみである。田除iJ法裁判

所において調停が成立するためには、すべての関係

睡1が、その淡定に従うことが原則であり、民間の裁

判とは其なり、ある 一I11が、特定の相手国を訴える

ことができない。叫&本の調停に成功 したのは、 ドナ

ウ川の水資源を巡リハンガリーとスロバキアが紛争

当事者であったが、流域|=|としてヨーロッパ共同体

(EC)構 成lINlが、その裁定に同意したからである。

従ってlINl除機関が、水紛争に関与できるのは、係争

の調停役として1判題の所在を訴える場の提供や、回

除的な枠糸itみの提供であり、今後ますます激しくな

る水争いには無力である.11司除沐ば川を巡る紛争解決

の実篠しさは、 ↑許に に,オこ側がイ蘇噂な 1ヽ場 にあり、 問 メこ

側は、 11済S狽lσ)イiX多 (Illk刀く、 水 !F〔汚'41等)σD和好li十格

であることである。また,イこ域1呵のネ料洋的な格え1が人

きいことが、F町題解決をさらに複雑にしているケー

スもある。‖!界最長のナイル川 (6700k m )はアフ

iブカの11カにJを流れるが、 11所こ5カli:1はli士貧li寸であ

り政4おも不安定である。

4.世 界水ビジネスの動き

水|せ可題を▼和的に解決するのが、水ビジネスであ

る。世界水ビジネス市場は、2()30イ11には80～120兆

円に/A―るとの予ヤ,14もある.水 ビジネスの約8祥町は、

民営化された 11下水道可f米経常であり20()6年時点で

は、世界の L下水道民営化本はおよそ10%だ った

が、2015年には16%に 4拡大するとの iケ測も!liされて

いる。 |11界の民営化 された 11ド水道 ―lf業は水メ

ジャー (仏のスエズ、ヴェオリア、英1対のテムズ 。

ウォーター)が 市場を寡ltiしていたが、校近では新

興田や新 しい勢ブJが台ガ〔し、2()08年末では、民営化

市場での彼らの市場占イr率は約4側まで低 ドした!

しかし上1ド水道事業を川 11(収水)か ら川 ド (料金

微収)ま で、 本賞してできる水メジャーのrr/rには依

然として大きい. ・方、急4拡大する||を界水ビジネス

市場への参入では、lJ本の民|1増企業には、水道増f業

権付トヨ除入札に参加できる人札
.!f前年1査資格を行し

ているエンジエアリング公ネ11は常無である.|‖イごむ

は liド水道事業は、地方向治体が経常 しており、11

本企業が、これから海外市j場にlliてゆくためには、

経営ノウハウを持ったナ也方向治体とスクラムを利lむ

ことが求められている。このような背角tドで地方|千1

治体の海外水ビジネスヘの取 り和|みが活発化してい

る。まずはli!界水ビジネスの】犬,)とを児てみよう|十

4日1水メジャーと日本

水メジャーは、占十fiti、tittril‐、施 li、村た1‐寺竹メi!、ドヽ

金収集まで、水道4f業を !́】【して十キ1けf【亥_ざすこ力を

行 している。その背比tは、ヴェオリア、スエズとも

表 1 国 際河川を巡る各国の争い に)

原 i木1別 H除河ナ||と1業1係11

水利権 ・水分配で長期紛争中 ・ヨルダン川 ( イスラエル、ヨルダン、レバノン)

・ナイルサ| | ( エジブ ト、スーダン、エチオヒア)

・チグリス ・ユーフラテス川 ( トルヨ、シリア、

イラク) な ど多数

水利権と領 卜i「1題が内れ セネガル川 (セネガルとモーリシア)

環境問題 (本Tそ'う染) ドナウ川 、ライン川

田除政治 |ェでの口J題

(水の分ri直)

r l  i日とメコン委テi会、】し'チ1神|をと中キ11 1 1 (】ヒ沖ユ|ク

ダム建設)
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フランス田内の 11ド水道事業を150年前から遂行 し

ているからである。もちろんフランス人にしてみれ

ば、水道は民常が常識である。それに比べ「1本の水

処叫メーカーは、役所の仕様書に基づいた機器を納

入するだけで、申業運営、そのものに関わっていな

いので事業経営の実績はない。したが才って世界銀行

やアジア開発銀行が行 う田除入札にも参加できな

い、なぜならl ENl除入札の参加要件には、 「複数の回

で、たとえば10万 トン ・IJ以上の浄水場を5年間以

1■の事業運↑)午をした経験のある会社」が求められる

が、Ll本には民間企業が運営する大規模な水道1事業

体は常無である。

と1本には膜処出野支術をはじめ、漏水防止技術、管

路補修オ支術や微地分析Ⅲ支術など、世界に誇れる技術

が沢山あるが、に1本勢は経常実績がないために応札

もできず、ノヾ―ツ座としてしか参力「1できないのだ、

最近では韓llNlや中田メーカーの台頭によリパーツ白

身の受注率も低下している。日本でも法作iを的には、

2002年に法律が改球:され民間企業が水道事業を経営

できることになったが、民間企業にとり、水道事業

の リスク竹I町!(氏 が経営することの議会や住民間

意、責任の所在、税金問題、岡定資産管理、組合問

題等)の 不透明さがあり、遅々として進んでいない

のが実態である。それでは他|■の水ビジネス戦略は

どうなのか

4.2海外各国の水戦略

ド1界各|ユ|は田を挙げて水インフラビジネス創出に

取 り組んでいる。

4コ2,1 フランスの水戦略

ヴェオリア社、スエズGI)F、2つのフランス系企

業は世界市場で大きなビジネスを展開しているが、

この成功の裏にあるフランス政府の外交努力も特筆

に価する。2社 がビッグビジネスを締結する前に

は、常にシラク前大統領が各国の トップと公談 し、

「地ならしJを 行っているのだ。もともとシラク氏

は 「il!界水ビジネスの トップセールスマン」と呼ば

れるほど水ビジネスに造前が深く世界本フォーラム

では 「世界の水はフランスにお任せ」と常にPR、 さ

らにシラク大統領は 「外箕の獲得は、フランスの1玉i

益である」と言い切り、ワインや電力、水を輸出し

ている。またサルコジ新大統領も大統領就任後、初

めてのアジア外交で、中口を訪れ3兆円近くの商談

表2 水 メジャーの概要 (2008年)

企業名 水キ|;FttFlぅと| 従業員 給本人|!

スエ ズ 8700億 円 65,400ノ代、 120 rfブ丁メ、

ヴェオ リア 16000住よlil 93,400ノ氏ヽ 139ド「ブすか、

テムズ ・

ウ ォー ター
60001,まli! 15,000ノ八、 701丁万人

をまとめた。原子プJ発11重所2'「【、エアバス160機など

であり、もちろん経済使節|せ1120人をli対行 してい

る。これらの活動は 「経済的愛iH‐ギ!:氏」として1可民

から支持 されている。

4.2.2 ドイツ国の水戦略

2008年には環境俗を中心に教育布ナF究省、経済援助

省、経済技術省、外務省が 死4浜し、NGO利 |ネキ蛇

「ジャーマンウォーターバー トナーシップ1を 11投ヽ1

している、その活動資金の5()%は|!車の提供であり、

いわば田策として水ビジネスの11上進を田っており、

現在:2401とが参加|しているti

また ドイツは欧州内の活動では、|1本子この4支術で

ある ド水処す1!膜の欧州ルt格化の1イ止進、さらに欧州製

水処r里機器の回除標準化 (ISO)に 持可fl呵として活

躍 している。このよう/s~動きは、1可除九【Wiを持って

世界市場を制する戦略である.

4口2.3シ ンガポールの水戦略

かつてシンガポールでは、1日|ブ対の水1亨言要の50%以

上を隣田マレーシアから長'サ!契約で輸入していた.

しかし2000年、水職入契約更新の iウ捕交渉に‖名iんだ

除、マレーシアからそれまでの購入紙の約1()()イド千

(最近は20倍 まで低 下)を iit求されたぃ長年にわ

たってマレーシアに白IHへの淡水供給を4穴存してい

ただけに、シンガポール政府は 1これは111家作亡の

危機であるJと 認甫伐し、111家的プロジェクトとして

水資源の確保に乗り|||した,典 体的には、海水の淡

水化、雨水llll収、 ド本の十1ittF世利用、海を11!切って

淡水の貯留湖を作る、などである十1政 府はこれを

「ニューウォーター (新イli水),i十11if lと名づけた,

外資系本処llll会社を積加t的に,iん致 し、IH内企業と利十

ませ極めて短時間にその技術ブJや ノウハウを押得

し、準僑人脈を駆使 して十1リド市場へ進lti、中1瑚、リ

ビア、中近束などで大きな成明tを挙げている.ハ イ

フラックス社とやケペル作になどが、そのイく衣オ各であ

る。さらにシンガポール政府は2008年から111を挙げ

て 「ウォーターハブ計「1lJを4イに進 している十Jそ れを

形で現わ しているのが、シンガボール1叫除水週|lil

写真2ジ ャパンビジネスフォーラム
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(SIWW)の 開催であり、今年で第二回日を迎え

る。第二限1シンガポール1可除水週間では85カ田から

14,000名の参加があり、その規模は年々拡大 してい

るG午 者はビジネスフォーラムの議長を務めたが、

立ち兄が出るほどの麻況であった。

4.2コ4韓 国の水戦略

李明博大統何〔は田内水企業の育成や海外の技術情

報人子に意欲的に取 り組1んでいる。04年韓|lq環境省

は先進的本処劇!技術開発に関する研究開発事業、ま

た05年には水資源公社 (政府100%出 資)に て水処

理膜の開発1守子業を立ち liげた。()6年には海水淡水化

の関連技術開発に係る十七寸家プロジェク トを立ち 上げ

ている。09年 には公社法を改11にして、海外水プロ

ジェク トヘのF11接出資が可能になった。田家日標は

現在11)ヒウォン (約8400億 111)の匹1内水関連市場

を、2015F卜までに20リヒウォン (1兆5000億円)に 育

成 し、その過科で得られた知兄、ノウハウで持って

性モ界で活解できる中キl lNI企業を 二つ以 上育成すること

を発表し、|'1を挙げてシンガポールの成功に続こう

としている (".

5.日 本の海外水ビジネスヘの取 り組み

5=1 日本企業の取り組み

国内の水関連企業の動きも活発である。その一つ

は 「有限責任 |!子業糸Fl合・海外水循喋システム協議

会Jで あり、参加1メンバーは、日立プラントテクノ

ロジー、荏原製作所、艇鳥建設、日束電 111、メタ

ウォーター、|=獲商事など45社 (10年4ナl ll寺点)で

今後もメンバーが増える予定である。水の安全保障

戦略機構の 「チーム水 ・「1本Jの 活動 (30チーム)

も活発化 している い)。そのような活動の中で特争

できるのが、荏原製作所、十寸4年、三菱商事による水

事業新会社の誕生 (10年4月)で ある。荏原製作所

は、高度経済成長期には、日本国内の上 下水道の約

3拝Jtt Lを寡占していた水処lll!業界の汗ほであった。

その技術や経営資産を受け継いだのが100%子 会社

の任原エンジエアリングサービス株式会社 (EES)

で、今回の新球f業会社はEESの 株をLI拝と三菱商事

が三分の 本ずつ取得 し社名を変え1世界水ビジネスに

挑 もうとする計lllllである。

また尚社の本ビジネスヘの取 り組みも活発化して

いる。三菱商事はオーストラリアの水事業会社 (ユ

ナイテッド・ユーテ イリテ ィーズ ・ォース トラリ

ア)を 約190億円で買収 し、 1ニド水道事業に乗 り出

した。また|:1井物産はメキシヨの水事業会社を買収

し、メキシコの ド水道事業に乗り出している。伊藤

忠はオース トラリアの海水淡水化事業に出資し事業

経営に乗り出しているⅢ丸ネ|!のギ,1111ネli長は 「インフ

ラ事業はわが社が得意とする分押予で、1:重力、水、鉄

道などの分野でIEPC(設 備の,設li卜、機拓や!計1達、住

設)と !事業の双方をヱ4Jけヽてゆく」と戦略をi〒iり、

また三菱商事の新ネ11長小林健氏も |インフラビジネ

スに代表される時1胡llllllが長い投資にも,i:ブJするJ と

i言 している。さらに 二獲rr崎!irの小島‖陶
｀
多会長は、

最近3省 (田交省、),1労俗、経熊件)が 1ヽち liげた

「海外水 インフラPPP協 議会Jの 座長として1841唄ヽ体

の取 りまとめを行うことになっているⅢ

このように日本企米が海外水ビジネスに挑むため

に多くの試みを進めている、以 下に,1体的な|お【みを

いくつか紹介する。

5日1日` パ タ~ン 1:

国内企業同十がアライアンスや企米統合し、その

資産や営業能力を高める

例 :在原製作所、|1椰、 1獲由いによる本ビジネ

ス新会社の設 ウ1。(10年 411111)

荏原製作所の水処劇財支術、|1411の海外ブラン ト11'ff

の実績と実施能ガJ、 i獲 商可キの情報14k集能ブJと↑;子米

能力、資金調達力がうまく,調和すれば、この新会杵li

はアジア最大の水事業会社になれるWr能44iが|||てく

るだろうc

5,1.2パ ターン2:

国内企業と海外企業で、その矢件にあう、アライ

アンスや共同事業会ネ11を設立

例 :に1椰とハイフラックス (シンガホール)が ホ

事業で1姓携。(09年 12片1)

中ll・l■天沖の海水淡水化事米 (中1吋で技大級)を
フ
ブ:

施、またハイフラックス社は

JBIC(田 除協力銀行)と MORj(党 ifi)を交わし

ている。これは日本企米がハイフラックス社と協1押i

して海外で水事業を行う除は、」BICが 資金1廿‖達に脇

力 ■支援する仕組みである(1このような取 り相|みも

海外水ビジネスでは初めての試みである―

5Bl.3/ヾターン3:

海外企業 (運営 ・4↑叫実績のある企業)を 丁
1せ
収す

るc

l夕1:日 立プラン トテクノL7ジーがアクアテック

(シンガポール)を 買収 tン、

さらにマレ ilド水道会社の経営に参liifしモルジブの

上下水道事業を実施 している(1

またri井物雄とH41再グルーブはア トラテ ック111

(メキシコ)を 買収 し、メキシヨ投大の い
｀
ホ処Pll場

の建設や管理運営を+11精している

5日2地 方自治体の海外水ビジネスヘの取 9ザ組み

白治体が保有する、例えば水道事業の運営4+PI!ノ

ウハウは、事業策定から始まり、ネ棋常lilムFlf(4+に料
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水 ビジネスヘの取 り組み

t h百, f束益〕
じ出資じ ∪ 鰍

海外企業

(運用竹PE能力あり)

図3世 界水ビジネスヘの取り組みパターン

金収入計lllllが大4f)、 施設の計画 ・i設計 ・施工、 さ

らには党成 した施設の維持竹興、災害時の水供給

確保など幅広い分野を組羅 している。

北ブLブ|1市が中|1可、カンボジア、インドネシアの_11

ド水道を支援、大阪市水道局はベ トナム ・ホーチミ

ン水道公lLを支1援、また横浜市はベ トナムのフェ市

を支援、名1!!「鷹市はメキシコシティを支援するなど

活発な活動を行っている。多くの政令都市は国除貢

献活動を通 じての支援であるが、本H ttllhlの事業体か

らは、H本 の技術 'ノ ウハウの移転を期待 されてい

る。

これらの能力を、今後発展する海外水ビジネスに

役 立てようとしている。その取 り組1み方は様々であ

る。

5.2,1 パターン1:

由治体が 十`二独で途 111Jの水事業を支援

北ブし州市が中田 (見明市、大連市)、 カンボジア

(プノンペン市)、 インドネシア (スラバヤ市)や

サウジアラビアの L下水道:」車業を支援、大阪市水道

局はベ トナム ロホーチ ミン水道公社を支援、また横

浜市水道問がベ トナムのフェ市、ホーチ ミン市など

を支援、名占たi市水道間がメキシヨシティを支援、

さいたま市水道局はラオス (ビエンチャン市水道

局)を 支援 している。1設近では、横浜市が全額出資

(1億円)す る水道事業会社 ・横浜ウォーター (民

問から社長を公募)を 設立し、海外水ビジネスをも

祝野に入れているっまた東京イいは10年4月、猪瀬直

樹副知事を中心とする 「海外事業調査有)F究会」を設

立し、水ビジネスに積極的に取 り縦んでいる。今年

の後半から5カ|11(インド、インドネシア、ベ トナ

ム、マレーシア、モルジブ共和1田)に 事業化の調査

団を派遣する。特にアジアで最大と言われる東京都

水道局が水ビジネスに乗り出す意義は大きい。

じ 腋牛じ

田
5,2.2パターン2:

国内企業とH本 の白治体との協力で海外水ビジネス

進出の試み

川崎市とJFEエ ンジエアリング、野な寸
｀
総合布ナ「究所

で蒙州のIL活用水確保、Nt水処FEを行うFS嗣査を始

めた。家州では木障右rの十ばつに兄伊「われ、現在海

水淡水化の計十的iがFI白押ll L夕であるが、4掟った水の1lr

利川など、日本の‖葉技術が′liかされるだろう||

大1坂市とパナソニック環境I、ンジエアリング、束

洋エンジエアリングと協i〕対しベ トナ″、・ホーチ ミン

市で上 ド水道事業を支援 しているt,これは水源から

蛇L!|までの トータルシステムについての投適化であ

る。

また東京哲卜は将来の水ビジネス進lliへの,〕|‖企とし

て国内水関連企業を中心にヒヤリングを開始、政府

系金融機関 (4ネL)、 民|1電金融機1対(5各il)、ヨンサ

ルティング会社 (5ネL)、 由作L(4体11)、水処PI!メー

カー (11祖1)か ら積瓶的に意児をl,さ取 し水ビジネス

戦略をまとめようとしている!

5日2〔3自 治体の海外進出の課題と展望

第 一に挙げられるのは、地方「il治体が海外で,ど千動

する法的な根拠 (水道法、地方公営企米法、地方公

務夕t法、派遣法など)が 想定 されていないことであ

る。あらたな法争|★改li:や、法令改111が4必要となり、

現在総理杯Fを中心に検tit卜が始まっている.ま た公とく

連携の新しい仕糸「tみも必要である.さ らに地方議会

との関係 「なぜ市民の水道料金で、海外ビジネスを

するのか、そのメリット・デメリット・リスクをど

う考えているのかJこ れについて||1治体は、はっき

りと説明責任を果たさなければならない.以 |ヽ
本
に考

えられるビジネスリスクを示すが、これは本電'米に

限らず、海外における他のビジネスとも共通事項も
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‖1界経済的な要1対 金利の変動

為f本変動

4勿価の忠変動

,外貨建て決済
,為体へ ソヽジ

,貿坊f呆険など

!r業経↑)子的な要1月 本午法;要の変動

建設費ナHの増大

を朽化

不rl_/、い対策

従来夕tスキル

・契約条件の明性化 (水,坊tから1, , i要まで)
・相 子l l H l白治体の補i付t、負4+ tの規定化
・費用す1神1ルールの脱定化
・トレーエングセンター開1設・逆|| |

行政 ・社会的要1対 めこ地法1刊度変更

海外送金禁11二

十Ft務不チヤ斐行

イi:1く反対運動

誘拐 ・身代金要求

`外務省、J E T R O、J I C A、」B I C件との情 Fヽ k交1兜・1 4 1 化々
・fぞ易舛宋卜父 (NEXIヤllll11)
・地元行政機関との情報交換
・危機管llllの徹底

らこ地政府 ・Ⅲl治体との災付|れ定

政府間による解決

政府による補ばその規定化

保険の加1人拡充

向然 ・不1可抗力 i l i然ラ(午! :

テロ ・,終動

|」除紛争

十夕対i〔し

田内llklた勢力 尚
ム
長交代

政策変更

|11治体の破たん

・11車の関ケによる指導
・公的機関 (他の山治体バ ックアッフ)
・政府との対話
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多いので、民間企業 (特に、金融や商社)の 角1恵を

借りることも祝野に入れるべきであろう。

5.2.4海 外水ビジネスで地方自治体が得られるものは

では地方岸1治体が海外水ビジネス進出で何が得ら

れるのか、蚊な政的にはll・l内の人「1減、収入減に対す

る収入源の多様化とい1内水道事業への収益還元。ま

た経↑→竹ノウハウの海外彩H転によるOBの 活用と国際

貞献、ひいては地場熊業のll・l際競争力の促進や雇用

機会の創Ⅲlにもつながることが予淑1される。長期的

な観点では海外経験機常な人材の育成、多田籍文化

における提案企画力、またコス ト削減策の多様化な

ども図れるであろう。

6.省 庁の水ビジネスヘの取 り組み

各雀庁の取 り組!1みも活発である。筆者も委輿を務

めた経済産業省 「水ビジネス田除展開研究公Jで の

具体的な戦略の立笑 い)、 また水ビジネス分野支援

事業の実施、環境省は 「本タスクフォースJチ ーム

の設置、総務省は 「地方向治体水道事業の海外展開

研究チーム」の設置、「可■交通省は 「下水道グロー

バルセンター」を活用した海外水ビジネス支援など

を強力に打ち出している。

海外における水ビジネスは民問会社にとり建設時

における多額の資金需要と長期にわたる資金運用が

困難をとされている。この金融支援に就いては、公的

金融機関の活用が不T可欠である。例えば日除脇力銀

行 (JBIC)で は 「環坑投資イエシアテ ィブJと し

て、ll・l除開発金融機関とも連機 し、50億ドル程度の

資金を用意している。特にアジアを中心とした途上

lf・lの環境投資 (水分野では 11下水道、排水処理、海

水淡水化など)へ の支援をH的 としている。また貿

易保険では、日本貿易保険 (NEXl)が 海外4投資保

険や海外事業資金貸付保険、貿易代金貸付保険など

でリスクをカバーする取 り組みを行っており、民1出

企業はこれらも積極的に活川すべきである.ぷ死に水

に関する個別条件では、Uノ咽やサウジアラビア向け

発電 ・造水プロジェク ト向け保険で、約3537億1モ1の
一般保険実績がある (抑).

現在のところ、民間企業は独白に、また各政令剤t

市は日除貢献の枠内で本ビジネスに取 り組んでいる

が、海外での事業は、前に述べたように村|ユ1可の政

府の崩壊、為体の変動、経済の破たん、111除紛争な

ど、一企業や地方キ1治体の対応では無P醍なことも起

こる可能性があるので、日の関lyAによる外交劣ブJも

不市r欠である。

7.お わりに

日本には+1と界に誇れる良いす支組寸が行りながら、そ

れを世界展開しようとする意思がなかったが、最近

になり海外勢に刺激され大きな水ビジネスの機運が

高まってきており、民間企業や地方|11治体で多くの

i試みがなされている。海外で水ビジネスを展|ナ門する

場合、多くのリスクを抱えるのは1路然である.相 予

回の崩壊、為替の変動、llsl除紛争など日本1可内では

考えられないリスクが山積みであり1吋の関与が不rげ

欠である。日本には111界に誇れる水処Fに1支術や ノウ

ハウがあり、世!界の水問題を11本の1支術で解決する

ことは、til界の紛争の解決だけではなく、十1本の安

全保障にも直結する。動き始めた水ビジネスの動向

を先取りし、多くの関係者が角1恵とりを気を出せば、

必ずや世界平和1に京献 ヒタ感謝 される|1本になると椛

信 している。
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